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工 業

１ 全般的事項に関する質疑応答

問１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点は何か。

工業科においては、「工業の見方・考え方」を働かせ、見通しをもって実験・実習な

どを行い、科学的な根拠に基づき創造的に探究するなどの実践的・体験的な学習活動を

行うことなどを通して、主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすることが重要

である。ここで「工業の見方・考え方」とは、ものづくりを、工業生産、生産工程の情

報化、持続可能な社会の構築などに着目して捉え、新たな時代を切り拓く安全で安心な

付加価値の高い創造的な製品や構造物などと関連付けることを意味している。

次に、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点を示す。

(1) 「主体的な学び」について

工業の事象などから課題を見いだし、見通しをもって課題や仮説の設定をしたり、

実験・実習の計画を立案したりする学習となっているか、実験・実習の結果を分析

して仮説の妥当性を科学的な根拠に基づき検証し、全体を振り返って改善策を考え

ることをしているか、得られた知識及び技術を基に、次の課題を発見しているか、

新たな視点でものづくりを把握しているかなどの視点から、授業改善を図ることが

大切である。

(2) 「対話的な学び」について

課題の設定や検証計画の立案、実験・実習の結果の検証、考察する場面などでは、

あらかじめ個人で考え、その後、意見交換をしたり、科学的な根拠に基づき討論し

たりするなどして、自分の考えをより妥当なものにする学習活動となっているかな

どの視点から、授業改善を図ることが大切である。

(3) 「深い学び」について

「工業の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して学ぶことにより、工

業科で育成を目指す資質・能力を獲得するようになっているか、様々な知識がつな

がって、より科学的な概念を形成することに向かっているか、さらに、新たに獲得

した資質・能力に基づいた「工業の見方・考え方」を、次の学習や日常生活などに

おける課題の発見や解決の機会に働かせているかなどの視点から、授業改善を図る

ことが大切である。

以上のような授業改善の視点を踏まえ、工業科で育成を目指す資質・能力及びその評

価の観点との関係も十分に考慮し、指導計画等を作成することが必要である。

問２ 工業科に属する科目の構成は、どのようになっているか。

工業科に属する科目（59科目）は、「工業に関する各学科において原則として全ての
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生徒に履修させる科目（原則履修科目）」、「工業の各分野に共通する〔指導項目〕で構

成された科目」、「工業の各分野に関する科目」の三つから構成されている。（表１）

さらに、「工業の各分野に共通する〔指導項目〕で構成された科目」については、「工

業に関する各学科における共通的な指導項目で構成された科目」と「工業に関する各学

科の特色や生徒の進路希望により選択して履修する科目」の二つから構成されている。

【表１】

構 成 科 目

工業に関する各学科におい 「工業技術基礎」、「課題研究」

て原則として全ての生徒に

履修させる科目（２科目）

工業の各分野に共通する 「実習」

〔指導項目〕で構成された 「製図」

科目（７科目） 「工業情報数理」

「工業材料技術」

「工業技術英語」

「工業管理技術」

「工業環境技術」

工業の各分野に関する科目 「機械工作」、「機械設計」、「原動機」、「電子機械」、「生

（50科目） 産技術」、「自動車工学」、「自動車整備」、「船舶工学」「電

気回路」、「電気機器」、「電力技術」、「電子技術」、「電子

回路」、「電子計測制御」、「通信技術」、「プログラミング

技術」、「ハードウェア技術」、「ソフトウェア技術」、「コ

ンピュータシステム技術」、「建築構造」、「建築計画」、「建

築構造設計」、「建築施工」「建築法規」、「設備計画」、「空

気調和設備」「衛生・防災設備」、「測量」、「土木基盤力

学」、「土木構造設計」、「土木施工」、「社会基盤工学」、「工

業化学」、「化学工学」、「地球環境化学」、「材料製造技術」、

「材料工学」、「材料加工」、「セラミック化学」、「セラミ

ック技術」、「セラミック工業」、「繊維製品」、「繊維・染

色技術」、「染織デザイン」、「インテリア計画」、「インテ

リア装備」、「インテリアエレメント生産」、「デザイン実

践」、「デザイン材料」、「デザイン史」

工業に関する各学科における共通
的な指導項目で構成された科目

工業に関する各学科の特色や生徒
の進路希望により選択して履修す
る科目
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問３ 実験・実習に配当する授業時数はどのようになっているか。

工業に関する実験・実習は、工業科に属する科目の「工業技術基礎」、「実習」を中

心として授業時数に配当する総授業時数の10分の５以上を充てることとされている。

ここでいう実験・実習とは、上記科目のほか、科目「課題研究」、「製図」及び専門

科目の授業中に行われる示範実験・教示実習や製図作業、調査、設計や製作、観察、見

学、現場実習などの実践的・体験的な学習を指す。

なお、指導計画の作成に当たっては、いわゆる座学との関連を図ることが大切である。

問４ 特別な配慮を必要とする生徒への指導について、配慮すべきことは何か。

今回の改訂では、障がいのある生徒などの指導に当たっては、個々の生徒によって、

見えにくさ、聞こえにくさ、道具の操作の困難さ、移動上の制約、健康面や安全面での

制約、発音のしにくさ、心理的な不安定、人間関係形成の困難さ、読み書きや計算等の

困難さ、注意の集中を持続することが苦手であることなど、学習活動を行う場合に生じ

る困難さが異なることに留意し、個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法を工

夫することが示された。

その際には、工業科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容の変

更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう留意するとともに、生徒の学習負担や

心理面にも配慮することが必要である。

例えば、実験・実習の全体像を俯瞰できないなど学習活動への参加が困難な場合、学

習の見通しをもてるようにするため、それらの手順や方法の視覚的な明示や、全体の流

れの中で何を学習しているのかを示すなどの配慮を行うことが考えられる。

また、機械や装置類の操作、毒物及び劇物などの各種薬品や薬剤、燃物の使用に際し

ては、安全面などの留意点について、集団場面での口頭による指示の理解が困難な場合、

事故を防止する方法を理解しやすいようにするため、全体での指導を行った上で、個別

に指導を行うこと、実際に動作で示すことなどに、配慮することも考えられる。

なお、学校においては、こうした点を踏まえ、個別の指導計画を作成し、必要な配慮

を記載し、他教科等の担当教師と共有したり、翌年度の担当教師等に引き継いだりする

ことが必要である。

問５ 工業科における言語活動の充実とはどのようなことか。

今回の改訂においても、言語に関する能力の育成を重視し、各教科等において言語活

動を充実することとされている。

工業科においては、思考力、判断力、表現力を育成する学習活動の充実に関わって、

工業に関する課題の解決方策について、工業の視点から解決すべき課題を把握し、職業

人としての倫理観に基づく合理的かつ創造的な解決策の考察・決定や関係者への説明や
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意見を交換するなどして、計画の実施に当たって専門的な知識、技術などを活用し、よ

り合理的かつ創造的な改善策を考察するための振り返りといった学習活動の中で、科学

的な根拠に基づき論理的に説明することや討論することなど、言語活動に関わる学習を

一層重視して指導することが必要である。

２ 工業（各科目）に関する質疑応答

問１ 科目「電子機械」のねらいと指導上の留意点は何か。

今回の改訂では、メカトロニクス技術の進展に対応するため、従前の科目「電子機械

応用」から動力用アクチュエータを移行して、電子機械の入力や出力を構成する要素と

して整理統合するとともに、コンピュータによる電子機械の制御及び社会とロボット技

術を位置付けて指導項目を再構成するなどの改善が図られている。

この科目においては、電子機械について情報化が進展する社会におけるメカトロニク

ス技術を活用する視点で捉え、工業生産などと相互に関連付けて考察し、実践的・体験

的な学習活動を行うことなどを通して、電子機械の発展へ対応できるようにすることが

ねらいとされている。

内容を取り扱う際には、電子機械を工業生産の分野に限らず、メカトロニクスの活用

が持続可能な社会の創造に向けて果たす役割の重要性について、身近な事例も取り上げ

るなどして、課題の解決策を考察できるよう工夫して指導することが必要である。

また、メカトロニクス技術は、機械、電気、電子、情報に関する技術が融合したもの

であることを踏まえて、個別に取り上げるだけでなく互いに関連付けて扱うことも必要

である。

問２ 科目「生産技術」のねらいと指導上の留意点は何か。

今回の改訂では、工業の生産技術全般における情報化の急激な進展や、生産システム

のネットワーク化などの工業生産におけるもののインターネット化（IoT）へ対応する

ため、従前の科目「生産システム技術」及び「電子機械応用」を整理統合し、生産にお

けるロボット技術及び生産の自動化技術を位置付けて指導項目を再構成するなどの改善

が図られている。

この科目においては、生産技術についてネットワーク化を利用した工業生産の最適化

の視点で捉え、工業生産と相互に関連付けて考察し、実践的・体験的な学習活動を行う

ことなどを通して、ロボットなどの生産の自動化機器を活用して工業生産のシステムを

構築することができるようにすることがねらいとされている。

内容を取り扱う際には、工場の見学、実験・実習、各種メディア教材などを活用し、

実際の生産技術に着目するとともに、情報化の進展に対応する内容を扱い、実習等と関

連付けて考察するよう工夫して指導することが必要である。
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問３ 科目「ハードウェア技術」のねらいと指導上の留意点は何か。

今回の改訂では、情報技術の進展に対応するため、従前の科目「ハードウェア技術」

及び「電子情報技術」を整理統合し、コンピュータの電子回路、コンピュータの構成、

コンピュータによる制御を指導項目として位置付けるとともに、マイクロコンピュータ

の組込み技術に関する指導項目では、組込みシステムの構成、組込みハードウェア及び

組込みソフトウェアとして再構成するなどの改善が図られている。

この科目においては、ハードウェア技術をコンピュータの構成やコンピュータによる

制御などの視点で捉え、工業生産や社会生活と相互に関連付けて考察し、実践的・体験

的な学習を行うことなどを通して、コンピュータのハードウェアの開発ができるように

することがねらいとされている。

内容を取り扱う際には、情報技術の進展にも留意し、生徒の実態や学科の特色等に応

じて、適切なマイクロコンピュータ及びプログラミング言語を選択し、演習や実習など

を通して、具体的に理解できるよう工夫して指導することが必要である。

問４ 科目「土木構造設計」のねらいと指導上の留意点は何か。

今回の改訂では、従前の科目「土木基礎力学」の内容から土木構造力学の基礎を「土

木構造設計」の指導項目として分離し、土木基盤について土と水に関わる事象を力学的

に解析する指導項目に重点化して再構成するとともに、内容の取扱いに耐震に関する配

慮事項を設定するなどの改善が図られ、「土木基盤力学」に科目名称が改められている。

この科目においては、土と水に関する力学的事象を安全で安心な土木事業を創造する

視点で捉え、土木工事と相互に関連付けて考察し、実践的・体験的な学習活動を行うこ

となどを通して、土木基盤力学を活用して土木工事を担うことができるようにすること

がねらいとされている。

内容を取り扱う際には、技術の進展や地震等の災害への対策、産業界の動向、地域の

特性にも着目するとともに、模型を用いた実験や各種メディア教材、コンピュータによ

るシミュレーションなどを適切に活用することにより、具体的に理解できるよう工夫し

て指導すること。力の大きさと単位の取扱い、力と力の関係、式の変形、計算方法など

について、理論のみの指導とならないよう、座学と実験・実習との関連を図り、演習な

どを通して実際に活用できるようにすることが必要である。

また、土と水に関わる力学的事象に関する課題に対して、土木事業が社会に与える影

響に責任をもち、土木に携わる技術者に求められる倫理観を踏まえ考察するよう工夫し

て指導することも必要である。
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３ 新学習指導要領を踏まえた現行学習指導要領の実践

今回の改訂で、工業科においては、情報技術の技術革新の開発が加速することなどを踏まえ、その教

育内容について、技術の高度化や情報技術の進展等への対応に関する学習の充実のほか、組込み技術に

ついて知識と技術の一体的な習得を図る学習の充実が図られている。ここでは、こうした趣旨に合った

科目「情報技術基礎」における実践的・体験的な学習の実践例を示す。

◆ 単元の指導計画

単 元 名 コンピュータ制御（全４時間） １年 情報技術科 40名

単元の目標 マイクロコンピュータやインターフェースによるLEDの点滅やモータの回転などの基本的な制御技術を踏まえた上

で、コンピュータ制御の考え方について理解させ、コンピュータ制御の具体的な方法について考察する。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

評 価 規 準

時程 学習内容と問い（または評価規準等）

評価の観点

関 思 技 知

第１時 ○

第２時（本時） ○

◆ １単位時間（第２時）の指導と評価の計画（例）

知識と技術の一体的な習得を図る科目「情報技術基礎」

の取組について

【学習内容】コンピュータ制御の考え方について理解させる。

【問い】コンピュータで制御されている身近な機器の制御方法を調べる。

【問い】センサを用いたコンピュータ制御の演習から最適なプログラムを考察する。

【学習内容】コンピュータ制御の具体的な方法について考察する。

評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（国立教育政策研究所）参照のこと

１ 本時の目標

コンピュータや組込みコンピュータなどを用いてセンサによる温度計測や、実際に制御

するためのプログラムについて考察する。

２ 本時の展開（全２時間予定の１時間目）

過程 指導内容 学習活動 指導上の留意点

導入

・センサについて発問する。 身近なセンサをイメージ

して、発言する。

展開 ・温度センサを活用したコンピュー コンピュータ制御につい

タ制御について説明する。 て理解する。

・センサの特性と温度換算式につい センサの特性と温度換算

て説明する。 式を理解する。

温度[℃]=電圧[mV]/10[mV/℃]

=A-D変換値/1024*500

・異なる型指定子の演算では、どの 演算結果について仮説を

ような結果が導かれるか仮説を立 立て、プログラムで扱う

て、グループでの話合いを指示す 適切な型指定子について

る。 グループで話し合う。

整数型 × 整数型 = 整数型

整数型 ÷ 整数型 = 整数型

整数型 × 実数型 = 実数型

整数型 ÷ 実数型 = 実数型

・実際にコンピュータにプログラム ・実際にプログラムを入

を入力し、実行結果と仮説を比較 力する。

し、その要因について、グループ ・実行結果と仮説を比較

でまとめるよう指示する。 し、その要因をグルー

プでまとめ、発表する。

まとめ ・本時で理解したことをワークシー ・本時で理解できたこと

トに記入するように指示する。 や感想をワークシート

に記入する。

【問い】身近にあるセンサを考えよう。

主体的

対話的

【問い】温度演算式をプログラムで演算すると、結果がどのようになるか

考えよう。

深い学び

◆生徒の感想
・演算結果についてグループで話し合うことで、型
指定子を考えて、プログラミングすることができ
た。

・グループでディスカッションすることにより、異
なった視点からの意見を聞くことで理解を深める
ことができた。

・プログラムに温度演算式を反映させることで、細
かな温度の変動を読み取ることができた。

・プログラミングで、表示させる間隔や表示させる
桁数を指定できることが分かった。

・温度センサとマイクロコンピュータによって、身
近なものが制御されていることに気付くことがで
きた。

・対話による学びを通して、生徒の考えを広げたり
深めたりする場面を設定し、学びの深まりを作り
出すよう工夫することが大切です。

・大型ディスプレイなどのICT機器を活用して、
生徒の思考を促す図や表を拡大表示することで
身近に活用されているセンサの特徴について主
体的な思考につなげることが大切です。

・温度換算式をプログラムに反映させる場合、演
算結果に見通しを立てて実験を行うなど、実践
的・体験的な学習活動に結び付けることが大切
です。

実践事例


